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く今回静、「不越 圃 」これで球>

不 を 回 さん l ~ A 、広 小路 通 1 / D 南倶」、覚玉 と±3 東の 交

差点角にある細藁子露さんです。

自」業はなんと覇永売年 (1848年 )与ぺ8,一が黒縄で
慕鯨守る渉け15年 も前。当時ほ東呂J院近くで、みり
んや茶道異の販売を手掛けており、その後、職人さ
んを8妥んで不8葉子の製造 ・販売をするようになつた
そうです。

覚正は」にお店を出 したのほ戦後の昭和 26年 損、
今のご主人のお父様の代。その頃から徐衆に今のお
店の品i高3えに近づいてきたとのこと。自撮勝奉翻の
生裏子 (190円 ～)であLl、泳茶のお点に最醒です。

また、「歌ごよみ」、「くひ湯」は、鎌唐の名寺で
ある円覚寺を筆頭 |こ盆回ね1弓捜☆が慕番勝ねヽ、輸機
奮横も換取↓1寄せにけられ慮避品です。

「インターネットにも出 してしヽないのに、多くの
おからご注文いただけるのですJとご主人の力B藤さ
んご夫婁。まさに租菓子の名隠である証といえま し
ょう。皆様も是非お立ち寄りください |
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